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1．はじめに　
アメリカンフットボールはボールを敵陣のエンド
ゾーンに運ぶことで得点するスポーツである。また
アメリカンフットボールの競技特性として激しいコ
ンタクトを繰り返すことが特筆される。しかしその
一方で、アメリカンフットボールでの傷害発生率が
非常に高いことが数多く報告されている 1,2,6）。アメ
リカンフットボール発祥の米国では、コンタクトに
よる重症事故が頻発したことから 1939年にヘル
メットの装着を義務化し、ショルダーパッドやニー
パッドなどの装着も同時期に義務化している 10）。
これら装具は各メーカーと大学研究者の共同によっ
て改良が加えられていき、実用に耐えうる強度と軽
さを実現できるようになった。しかし現行モデルの
装具でもその総重量は約 4kgにもなり、選手にとっ
てはこれらの重量を身につけてプレーすること自体
が相当の負担になっている可能性がある。 
次にアメリカンフットボール選手の走力を測定す
るのに 40yd走が一般的に行われている。この計測
時には装具などを着用しないで測定することが通例
である。しかし、アメリカンフットボールは装具を
着用して競技を行うことが前提であり、装具がアメ
リカンフットボール選手の走力にどのように影響し
ているのかは定かになっていない。筆者らはこれま
でのアメリカンフットボールにおける傷害調査か
ら、大学 2年生で試合中の傷害発生率が最も高いこ
とを報告している 1）。その理由として、大学 2年生
ではアメリカンフットボールの経験が浅く、競技に
必要な体力や技術レベルが不足している状態で試合

に参加し始めることを挙げている 1）。つまり、大学
の低学年では約 4kgにもなる装具を着用して十分な
競技パフォーマンスを発揮できない可能性が推測さ
れる。そこで本研究ではアメリカンフットボールに
おける装具着用の有無が走力にどのように影響する
のか検討することを目的とする。

2．対象および方法
2.1　方法
2.1.1　対象
関東大学アメリカンフットボール連盟 3部リーグ
に所属する T大学の部員で計 37名を対象とした。
その内訳は 1年生が 14名（Backs: 9名、Linemen: 5
名）、2年生が 4名（Backs: 2名、Linemen: 2名）、3
年生が 11名（Backs: 8名、Linemen: 3名）、4年生
が 8名（Backs: 4名、Linemen: 4名）の計 37名で
あ る。 な お、Backs に は QB: Quarter Backs, RB: 
Running Backs, WR: Wide Receivers, DB: Defensive 
Backs, LB: Line Backers を含み、Linemenには OL: 
Offensive Linemen と DL: Defensive Linemen を含め
た。対象者の基本情報は表 1に示す。なお、本研究
は筑波大学人間総合科学研究科倫理委員会の承認を
得て実施した（承認番号 23-40）。

筑波大学体育学紀要　Bull. Facul. Health & Sci., Univ. of Tsukuba 36 145-148, 2013

＊   筑波大学体育系
Faculty of Health and Sport Sciences, University of Tsukuba

＊＊  公益財団法人吉田記念テニス研修センター
Yoshida Memorial Tennis Training Center

アメリカンフットボールの装具が走力に及ぼす影響

福田　崇＊・宮川俊平＊・川崎亮人＊＊・松元　剛＊

The Influence that Equipment of American Football Gives to Running Ability

FUKUDA Takashi＊ , MIYAKAWA Syunpei＊ , 

KAWASAKI Akito＊＊ and MATSUMOTO Tsuyoshi＊

表 1　選手の身体特性
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2.1.2　測定環境
測定は T大学第 2サッカー場で行った。グラン
ドの表面は土であるが 2日間とも晴天であり、グラ
ンドコンディションは両日ともに良好であった。

2.1.3　測定時の服装（装備）
装具有り群は公式戦で着用する試合用ジャージと
パンツ、ヘルメット、ショルダーパッド、膝や腰回
りのパッドなどの装具（図 1）を身につけて測定を
行った。装具無し群は Tシャツと短パンにて測定
を行った。シューズは普段使用しているランニング
シューズを用いて行い、どちらの試技においても同
一のものを使用した。

2.1.4　測定方法
測定は 2日間に分けて行い、対象を装具有り群と
装具無し群の 2群に分けた。 1日目にどちらの群を
先に行うかはランダムに選択した。2日目は装具あ
り群と装具なし群を入れ替えて、全ての対象に装具
の有無での測定を行った。測定方法は 3名の測定者
が手動のストップウォッチ（SEIKO製、ALBA 
PICCO STANDARD, ADMD001）を用いて 1名の対
象の測定を行い、その 3名の平均タイムが記録され
た。測定の開始は対象が最初に動き始めた時点と

し、対象の胸がゴールラインを通過した時点を終了
とした。なお測定に関して、手動のストップウォッ
チの使用に慣れるように事前に十分な練習を行っ
た。また、測定前のウォームアップはチーム全体で
ジョギング、ストレッチング、股関節を動的に動か
すドリルを行った。 

2.1.5　測定項目
全ての選手は 8本の 40yd走を測定し、十分な休
息の後に 2本の 100yd走を行った。なお 40yd走と
100yd走のインターバルはそれぞれ 30秒と 5分と
した。40yd走の最高記録は 8本中の上位 2本の記
録の平均値とし、最低記録は 8本中の下位 2本の記
録の平均値とした。100yd走の最高記録は 2本中の
良い方の記録とした。

2.2　評価項目
評価項目は、Backs・Linemen別と学年別による
装具有り群と装具無し群における 40yd走と 100yd
走の最高記録とした。 

2.3　統計解析
本研究で得られたデータには 2群間の比較におい
て対応のある t検定を用いた。その際の有意水準は
5％未満とした。

3．結　果
3.1　選手の身体特性

Linemenの平均年齢は 20.4 ± 1.2歳、平均身長は
178.0 ± 5.8cm、平均体重は装具有り群が 91.9 
± 6.8 kg、装具無し群が 87.6 ± 7.4 kgであった（表
1）。Backsの平均年齢は 20.3 ± 1.5歳、平均身長は
170.6 ± 4.9cm、平均体重は装具有り群が 78.5 
± 5.7 kg、装具無し群が 74.9 ± 5.8kgであった（表 1）。

3.2　�装具の有無による 40yd 走と 100yd 走におけ
る最高記録

3.2.1　Linemen と Backs 別による最高記録
Linemenの 40yd走における最高記録は、装具有
り群が 5.60 ± 0.39 秒、装具無し群が 5.45 ± 0.38 秒
であり、装具有り群は装具無し群と比較して有意に
大きい値となった（p<0.01）。100ydの最高記録は

図 1　アメリカンフットボールの装具

表 2　ポジション別の装具の有無による 40yd走と 100yd走の最高記録
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装具有り群が 14.62 ± 1.37 秒、装具無し群が 14.37 
± 1.29 秒であり、両者に有意な差は認められなかっ
た（表 2）。 Backsの 40yd走における最高記録は装
具有り群が 5.28 ± 0.24 秒、装具無し群が 5.19 ± 
0.21 秒であり、装具有り群は装具無し群と比較して
有意に大きい値となった（p<0.05）。100ydの最高
記録は装具有り群が 13.73 ± 0.74、装具無し群が 
13.55 ± 0.32 秒であり、両者に有意な差は認められ
なかった（表 2）。

3.2.2　学年別による最高記録
40yd走の最高記録を学年別でみた場合、全選手
における比較で 1年生の装具有り群が 5.41 ± 0.47 
秒、装具無し群が 5.32 ± 0.40 秒であり、装具有り
群が装具無し群と比較して有意に大きな値となった
（p<0.01）。また 2年生の装具有り群が 5.45 ± 0.30 
秒、装具無し群が 5.25 ± 0.24 秒であり、装具有り
群が装具無し群と比較して有意に大きい値となった
（p<0.05）。3年生、4年生では両者に有意な差は認
められなかった（表 3）。100yd走の最高記録を学年
別でみた場合、全選手における比較で 1年生の装具
有り群が 14.08 ± 1.54 秒、装具無し群が 13.89 ± 
1.34 秒であり、装具有り群は装具無し群と比較して
有意に大きい値となった（p<0.05）。 また 2年生の
装具有り群が 14.34 ± 0.74 秒、装具無し群が 13.70 
± 0.61 秒であり、装具有り群が装具無し群と比較
して有意に大きい値となった（p<0.05）。3年生、4
年生では両者に有意な差は認められなかった（表
3）。

4．考　察
アメリカンフットボールにおいて 40yd走は走力
を測定するテストとして一般的に行われてい
る 3-5,7-9）。これは元 NFLのコーチである Paul Brown
氏が選手は全てのプレーで 40ydは走らなくてはい
けないと説いたことが 40yd走の起源とされてい
る 4）。しかし、これまでにアメリカンフットボール
選手における 40yd走の記録を評価している報
告 3-5,7-9）では、装具を着用しない状態で記録の計測
を行っており、実際の試合環境とは異なっている。
またアメリカンフットボールのフィールドは全長で
100ydになり、選手は 1プレーの中で最大 100ydほ

どを走る必要がある。本研究において、装具を着用
した際に全選手で 40yd走の記録が有意に低下し、
100yd走の記録も低下することが確認された。ヘル
メットやショルダーパッドの総重量は Backsでは約
3.6kg、Linemenでは約 4.3kgにもなり、これら装具
自体の重さが選手の走力に影響を与えていることが
挙げられる。最近はより安全性が高く、より軽量の
装具が改良されてきている 10）が、物理的な重量を
伴う装具を着用する限りにおいては限界もある。ま
たヘルメットやショルダーパッドを着用すること
で、選手のサイズが物理的に大きくなり空気抵抗が
増大する 4）。Kyleらによると陸上競技用のユニ
フォームによる空気抵抗は 100mで 0.08秒もの影響
を与えると報告している 4）。したがって、アメリカ
ンフットボールのショルダーパッドでは、より大き
な空気抵抗を受けていると考えられる。
本研究において、大学 1年生と 2年生の低学年で
装具着用時における 40yd、100ydともに最高記録が
有意に低下している。T大学アメリカンフットボー
ル部員はほぼ全員が大学から競技を始めており、装
具を身につけて走る能力が不足していることが明ら
かとなった。今回は他の体力要素を検討していない
ために筋力との関与は述べることができない。しか
し、筆者らはこれまでに大学の低学年で傷害発生が
多いことを報告 1）しており、その要因として経験
や技術の不足に加えて、アメリカンフットボールで
求められる体力が備わっていない可能性を示唆して
いる 1）。アメリカンフットボールは走る、タックル
する、ブロックする、投げる、捕球するなど多くの
要素を含む競技である 1,2）。その上、約 4kgにもな
る装具を着用してこれら多くの運動要素を実施する
ためには高い体力レベルが不可欠である。なかでも
走力は全ての運動動作の基本と考えられ、装具を着
用することで走力の低下がみられることは傷害発生
の要因として十分に考えられる。今後は走力と筋
力、傷害に関して多角的な視点から調査を行ってい
くことが重要と思われる。
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